
キャップ・ラベルは
燃えるごみへ

。
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ペットボトルの「ボトルtoボトル」水平リサイクル
　「ボトルtoボトル」水平リサイクルとは、使用済みのペットボトルを原料として用いて、新たなペットボトルに
作り変えることです。ペットボトルという資源を繰り返しリサイクルすることができるとともに、化石由来原料か
ら新たにペットボトルを作るよりもCO2
を約60％削減することができます。
　東近江市ではサントリーグループと連携
協定を締結し、この事業に協働で取り組ん
でいます。

ペットボトルは大切な資源です
分別回収にご協力ください

1
再利用するには、きちんと分別していただくことが大切です。

2 キャップとラベルを必ずはずしてください。 3 中をすすいでください。

PETボトルの識別表示マーク
収集の対象となるPETボトルにはこのマークが
ついています。
分別回収はこのマークがついたものに限ります。

分別回収できないもの

リサイクルできるPETボトルの種類

※食用油脂を含む、香辛料の強いもの、非食品用途全般の
　PETボトルは指定PETボトルではありません。

清涼飲料用 茶系飲料、炭酸飲料、スポーツドリンク、
果汁飲料、コーヒー飲料 などの容器

焼酎、本みりん、清酒 などの容器

しょうゆ、しょうゆ加工品、みりん風調味
料、ノンオイルドレッシング などの容器

乳酸菌飲料、乳飲料 などの容器

酒類用

特定調味料用

乳飲料等用

汚れがあるPETボトルやラベルが付着して取れないものは
燃えるごみとして出してください。

PETボトル以外
の容器類

●トレイ、卵パックなど
●洗剤などに使用されていたもの
●PET以外のプラスチックボトル
●食用油などに使用されていたもの



令和6年4月版食品ロスを減らしましょう

生ごみを堆肥化しましょう

食品ロスとは？
食べられるのに捨てられている食品のこと。
日本では、年間500万トン以上の食品ロスが発生しています。
食品ロスの約半分は家庭から
日本人一人当たりに換算すると、毎日お茶碗約１杯分の食べ物を捨てている計算になります。

令和元年10月１日「食品ロス削減の推進に関する法律」が施行されました。

東近江市では、生ごみの減量化を推進するため、ダンボールコンポスト・
設置型コンポスト・機械式コンポストなどの購入費を補助しています。

食品ロスについて知ろう

家庭から出される可燃ごみのうち約30％が生ごみであると言われています。
「捨てればごみ、活かせば資源」です。生ごみを堆肥化して、ごみの減量化、循環型社会をめざしましょう。

生ごみのリサイクル

ダンボールコンポスト … 低予算で堆肥づくりの手間を楽しみながら行いたい人に向いています。
設置型コンポスト … 庭などに設置するもので、生ごみのほか落葉や雑草にも向いています。
機械式コンポスト … 室内に設置でき、臭いの心配もなく、虫が苦手な人にも向いています。

コンポストの種類

毎月第３木曜日（祝日の場合は翌日）の午前10時から、市役所の会議室でダンボール
コンポストの使い方を学ぶ講習会を開催しています。お気軽にご参加ください。

ダンボールコンポスト講習会

食品ロスを減らす行動をしましょう

それでも、どうしても発生してしまう生ごみは…

問合せ先／東近江市環境部資源再生推進課
TEL.0748-24-5636 IP.050-5801-5636

東近江市LINE
公式アカウント

食品ロス削減に効果的な方法
●使いきれる分だけ買う。
●家にある食材・食品をチェックする。
●調理で作りすぎない。余ったら作り変える。

※どちらも未開封の状態で、適切な方法で保存した場合の期限です。

品
質

▲
消費期限 製造日からの日数

おいしく食べる
ことができる期限

まだ食べられる

過ぎたら食べない
方がよい期限

▲
賞味期限

劣化が比較的遅いもの
（日持ちする食品）

劣化が早いもの
　（傷みやすい食品）

食品の期限表示を正しく理解する。
食品の期限表示は、「消費期限」と「賞味期限」の２種類が
あります。

ポテトサラダ

グラタン

コロッケ


